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１.８

【第一部】

　　1.狂言「柿山伏」

　　2.囃子方実演

　　3.能の役割説明

　　　ー休憩（10分）ー  ※展示コーナーを見学

【第二部】

　　4.「黒塚」のあらすじ紹介

　　5.能「黒塚」

　　6.アフタートークと質疑応答

　　  だいいちぶ

　　　　　　 きょうげん　かきやまぶし

　　　　　　　はやしかた   じつえん

　　　　　　  のう　　 やくわり  せつめい

　　　　　　　　 きゅうけい　　　 ふん　　　　　　  てんじ　　　　　　　　　　 けんがく

　　　だいにぶ

　　　　　　　  くろづか　　　　　　　　　　しょうかい

　　　　　　  のう　 くろづか

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　    しつぎ　おうとう

本舞台の左側に伸びる廊下。舞台への移動だけでなく演技も行われます。
ほんぶたい　　 ひだりがわ　　 の　　　　   ろうか　　ぶたい　　　 　    いどう　   　　　　　　　　えんぎ 　　おこな

 のう　きょうげん　  あ　　　　　   のうがく　　 しょう　　 きょうげん　　たの　　しょみんてき　　　　　 げき

　　　　　　　　たい　　　　 のう　　 うたい  まい　 ちゅうしん　    かぶげき　　　　　　　　れきし

 ふる　むろまちじだい　　　　　　   ねんいじょう でんしょう　　　　　　　　　　　　  ねん

　   せかい  ぶんか  いさん　　 とうろく　　　　   にほん　　せかい　   ほこ　 げいのう　　　　　

橋がかり
はし

○能楽について
能と狂言を合わせて「能楽」と称し、「狂言」は楽しく庶民的なセリフ劇

であるのに対して、「能」は謡と舞が中心の歌舞劇です。その歴史は

古く室町時代から６００年以上伝承されています。２００８年にユネスコ

の世界文化遺産に登録された日本が世界に誇る芸能です。

のうがく

○能役者の役わりについて
のうやくしゃ　　　 やく

能は、四つの役で成り立っています。

・シテ方－主役を演じる人のことです。前半の主役を前シテ、後半の主役を後シテと言います。「黒塚」では、

　　　　 おばあさんの役が前シテ、鬼女の役が後シテです。また「地謡」という能のコーラス隊や、「後見」

　　　　 という舞台後方で演技や進行を助ける役もシテ方の人達がつとめます。

・ワキ方－シテが主に人ではない役（鬼や亡霊）であるのに対して、男性の人間の役で、お客さんの目線で

　　　　 演じます。「黒塚」では山伏・祐慶と、お供の山伏です。

・狂言方－狂言を演じる役者で能にも登場します。「黒塚」では、山伏・祐慶たちの旅の手伝いをする、

　　　　お調子者の能力です。

・囃子方－能の音楽を担当します。楽器は笛、小鼓、大鼓、太鼓です。

 のう　 　よっ　　　  やく　　な　   た

　　　    かた　  しゅやく　 えん　　  ひと　　　　　　　  ぜんはん　  しゅやく　  まえ　　　  こうはん　  しゅやく　 のち　　　　  い　　　　　　くろづか

　　　　　　　　　　　　　　　　　やく　  まえ　　　　 きじょ　　やく　　のち　　　　　　　　　　 じうたい　　　　　のう　　　　　　　たい　　　 こうけん

　　　　　　　　　　　　ぶたい こうほう　   えんぎ　　 しんこう　  たす　　  やく　　　　 かた　  ひとたち

　　　   かた　　　　　　おも　  ひと　　　　　　  やく  おに　  ぼうれい　　　　　　　　  たい　　　だんせい　 にんげん　やく　　　　きゃく　　　　 めせん

　　　　　　　 えん　　　　　　くろづか　　　  やまぶし　ゆうけい　　　  とも　  やまぶし

  きょうげんかた　きょうげん　えん　　　やくしゃ　   のう　　　とうじょう　　　　　　くろづか　　　　　やまぶし　ゆうけい　　　　  たび　　 てつだ

　　　　　　　　　ちょうしもの　　のうりき

　  はやしかた　  のう　　おんがく　たんとう　　　　    がっき　　ふえ　こつづみ おおつづみ たいこ　　　

○舞台について
ぶたい
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